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東
猪
谷
「
三
寶
荒
神
」
の
石
仏
と
日
本
石
仏
協
会 

 

平
井 

一
雄 

 

富
山
県
富
山
市
東
猪
谷
の
高
木
健
一
宅
の
尊
名
不
詳
石
仏
は
「
三
寶
荒
神
」(

小
島
荒
神)

と
判
明
し
ま
し
た
。『
佛
像
圖
彙
』
に
こ
れ
と
そ
っ
く
り
の
図
像
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
１
、

図
１ 図

像
の
注
釈
文
「
小
島
荒
神
也
悪
人
ヲ
治
欝
ツ
故
■
乱
荒
神
又
衛
護
三
寶
ヲ
故
号
ス
三

寶
荒
神
ト
」。 

『
日
本
の
石
仏
第
七
八
号
』
一
九
九
六
夏
発
行
「
創
立
二
十
周
年
記
念
号
」)

に
私
は
日
本

石
仏
協
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
投
稿
し
、
そ
の
中
で
高
木
宅
の
尊
名
不
詳
の
石
仏
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
写
真
３
、
４ 

こ
の
会
報
で
私
の
五
十
年
近
く
に
な
る
石
仏
と
の
ふ
れ
あ
い
を
一
部
割
愛
し
て
報
告
し

ま
す
。
今
も
『
日
本
の
石
仏
第
一
五
四
号
』
二
〇
一
五
夏
ま
で
と
ぎ
れ
な
く
二
十
年
会
員

を
続
け
て
い
ま
す
。 

別
図
の
「
三
寶
荒
神
」
は
三
面
馬
頭
観
音
に
似
て
い
て
混
同
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

よ
う
で
す
。 

注
釈
文
「
三
寶
ト
ハ
佛
法
僧
護
持
ス
三
寶
荒
神
魄
神
」 

図
２
、
写
真
２ 

 

「
日
本
石
仏
協
会
と
私
」
平
井
一
雄 

 
 

写
真
３
、
４ 

 

日
本
石
仏
協
会
の
設
立
さ
れ
た
一
九
七
七
年(

昭
和
五
十
二
年)

の
八
年
前
頃
か
ら
私
は

郷
土
史
に
興
味
を
持
ち
、
手
始
め
に
旧
街
道
に
残
る
野
仏
の
分
類
、
銘
文
記
録
を
数
人
の

仲
間
と
共
に
始
め
ま
し
た
。 

  

石
仏
関
係
の
参
考
書
を
さ
が
し
て
求
め
た
の
が
木
耳
社
の
本
で
し
た
。
こ
の
本
に
つ
い

て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
葉
書
を
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
日
本
石
仏
協
会
の
勧
誘
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。 

  

当
初
の
年
会
費
三
千
円
を
振
込
み
ま
し
た
。
石
仏
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
私
は
創
刊

号
か
ら
一
九
九
五
年
冬
七
六
号
ま
で
と
ぎ
れ
な
く
、
会
員
で
あ
り
読
者
と
し
て
今
日
ま
で

全
国
の
同
好
の
諸
氏
と
『
日
本
の
石
仏
』
誌
上
で
交
友
を
続
け
て
い
ま
す
。
初
年
度
の
会

費
振
込
に
よ
り
［
会
員
証
］
が
会
長 

大
護
八
郎
氏
よ
り
届
い
て
い
ま
す
。
大
護
先
生
に

初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
昭
和
五
十
五
年(

一
九
八
〇)

日
本
石
仏
協
会
旅
行
「
佐
渡

の
石
仏
巡
り
」
の
と
き
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

富
山
県
の
参
加
者
は
私
と
国
元
惣
一
郎
さ
ん
で
し
た
。
国
元
さ
ん
は
富
山
県
内
の
水
天

像
な
ど
珍
し
い
石
仏
の
写
真
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
ら
れ
地
元
婦
中
町
の
公
民
館
で
写
真

展
を
開
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

次
に
大
護
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年(

昭
和
五
十
五
年)

の
第
二
十
三

回
日
本
石
仏
協
会
旅
行
「
富
山
の
石
仏
め
ぐ
り
」
の
と
き
で
す
。
加
藤
孝
雄
さ
ん
と
若
林

栄
一
さ
ん
が
飛
騨
路
の
道
祖
神
調
査
と
協
会
旅
行
の
事
前
調
査
に
こ
ら
れ
詳
細
な
石
仏
分

布
地
図
を
作
ら
れ
ま
し
た
。 

七
月
二
十
五
日
「
富
山
の
石
仏
め
ぐ
り
」
一
日
目
の
「
飛
騨
街
道
の
道
祖
神
そ
の
他
」

探
訪
の
と
き
に
私
は
大
沢
野
町
舟
渡
、
東
猪
谷
の
石
仏
を
案
内
し
ま
し
た
。 

 

写
真
①
は
、
ベ
レ
ー
帽
の
大
護
先
生
が
通
称
「
庄
の
金
比
羅
」
と
い
わ
れ
て
い
る
祠
堂
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写真３ 『日本の石仏』No.78表紙 写真４ 『日本の石仏』No.78掲載写真 

の
調
査
中
の
と
こ
ろ
で
す
。
蔦
草
を
ま
と
っ
た
木
製
の
祠
堂
は

今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
お
堂
に
か
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 
写
真
②
は
旅
行
の
参
加
者
に
紹
介
し
ま
し
た
尊
名
不
詳
の

石
仏
で
す
。
異
形
弘
法
大
師
像
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
私
は

密
教
系
の
仏
さ
ん
だ
と
思
い
色
々
資
料
を
見
て
い
ま
す
が
未

だ
に
謎
の
石
仏
で
す
。
高
木
健
一
宅
の
屋
敷
内
に
あ
り
ま
す
が

屋
敷
神
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
③
は
東
猪
谷
南
端(
カ
ミ
ン
ム
ケ)

の
道
祖
神
、
大
日
如

来
石
仏
群
で
す
。
こ
の
日
は
こ
こ
ま
で
案
内
し
て
引
き
返
し
立

山
下
の
芦
峅
寺
「
風
土
記
の
丘
」
石
仏
群
に
向
か
い
ま
し
た
。

こ
の
後
の
講
師
は
前
協
会
理
事
の
京
田
良
志
先
生
で
し
た
。
二

日
目
は
立
山
室
堂
、
地
獄
谷
石
仏
群
、
三
日
目
は
大
岩
山
日
石

寺
、
呉
羽
長
慶
寺
五
百
羅
漢
、
高
岡
瑞
竜
寺
二
十
五
菩
薩
の
日

程
で
す
。
写
真
③
左
端
の
洋
梨
型
双
体
道
祖
神
は
昭
和
五
十
九

年
秋
頃
盗
難
に
会
い
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
東
猪
谷
周
辺(

越
中
東
街
道)

に
は
大
日
如
来
石
仏
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
私
は
簡
単
な
分
布
図
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
本
常
一
著
「
私
の
日
本
地
図
」
な
ど
か
ら
大
日
如
来
石
仏
は

牛
の
守
護
仏
だ
と
知
り
、
こ
の
地
域
も
牛
守(

ど
し
ま)

稼
業
の
人

が
多
く
同
じ
信
州
系
統
の
信
仰
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
後
日
、
大
護
先
生
か
ら
の
お
便
り
で
「
大
日
か

ら
馬
頭
に
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る
か
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
牛
よ
り
馬
へ
の
切
り
か
え
の
時
期
が
わ
か
る
」
と

の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
そ
の
後
二
十
年
近
く
続
い
て

い
る
大
日
、
馬
頭
、
道
祖
神
な
ど
街
道
の
石
仏
こ
だ
わ
る
私
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
九
九
六
、
二
、
二 
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写真１ ２０１３年撮影旧景 写真３ 青面金剛 写真５ 地蔵菩薩 

写真２ ２０１５年撮影全景 写真４ 青面金剛の背面 写真６ 准胝観音 

朝
日
町
境
西
墓
地
の
石
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
端 

典
子 (

撮
影 

感
想)

 

 

写
真
１ 

二
〇
一
三
年
撮
影
旧
景 

ま
ず
こ
れ
が
二
〇
一
三
年
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
境
西
墓
地
の
中
央
通
路
に
面
し
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
出
来
た
囲
い
が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
砂
岩
製
の
石
仏
が
安

置
さ
れ
て
お
り
、
展
示
場
の
よ
う
で
し
た
。
石
仏
は
風
化
が
進
み
、
ヒ
ビ
が
入
っ
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。 

 写
真
２ 

全
景 

二
〇
一
五
年
七
月
三
十
一
日
撮
影
。 

現
在
の
境
西
墓
地
の
様
子
。
前
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
覆
い
が
と
ら
れ
、
石
仏
が
墓
地

の
一
角
に
引
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
雨
ざ
ら
し
の
状
態
の
た
め
破
損
が
心
配
さ
れ
、
地

区
の
方
の
配
慮
で
屋
根
が
か
か
り
ま
し
た
。 

 写
真
３ 

青
面
金
剛 

二
〇
一
五
年
七
月
三
十
一
日
撮
影
。 

立
体
的
な
青
面
金
剛
像
は
、
引
き
出
さ
れ
た
後
の
風
化
が
心
配
で
す
。
か
な
り
補
修
さ

れ
、
頭
髪
部
分
な
ど
は
削
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 写
真
４ 

青
面
金
剛
背
面 

二
〇
一
五
年
七
月
三
十
一
日
撮
影
。 

背
面
か
ら
の
崩
れ
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

 写
真
５ 

地
蔵
菩
薩 

二
〇
一
五
年
七
月
三
十
一
日
撮
影
。 

も
ろ
い
砂
岩
な
の
で
、
光
背
は
崩
れ
る
一
方
で
す
。 

 写
真
６ 

准
胝
観
音 

二
〇
一
五
年
七
月
三
十
一
日
撮
影
。 

准
胝
観
音
は
補
修
が
か
な
り
入
っ
て
い
ま
す
。 
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天真院の標柱 未来仏堂内の阿弥陀如来と千体仏 

力石(願かけ石) 現在仏堂内の木造観世音菩薩、白山大権現、三宝大荒神、千体仏 

白
山
天
真
院
の
石
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
白
山
市(

旧
吉
野
谷
村)

中
宮
の
白
山
天
真
院
は
、
金
沢
市
旭
町
の
円
浄
宗
義
賢

院
の
青
雲
和
尚
の
も
と
で
修
行
し
た
空
生
和
尚
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
八
年
に
創
建
さ
れ
た
。

金
沢
市
野
町
の
高
野
山
真
言
宗
真
長
寺
の
「
白
山
千
体
仏
多
宝
塔
奉
賛
会
」
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
天
真
院
で
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
そ
れ
ぞ
れ
千
体
の
石
仏
の
造
立
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
真
長
寺
さ
ん
に
鍵
を
お
借
り
し
て
、
平
成
二
十
七
年
七
月
十
一
日
に

池
田
さ
ん
、
林
夫
妻
、
私
の
四
名
で
訪
ね
た
。 

 

中
宮
の
集
落
か
ら
尾
添
川
右
岸
の
林
道

を
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ

で
車
道
は
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
横
に

「
天
真
院
」
と
刻
ま
れ
た
石
標
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
車
を
降
り
て
歩
く
こ

と
に
な
っ
た
。
腰
ま
で
覆
い
茂
っ
た
雑
草

と
倒
木
の
多
い
道
を
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

行
く
と
、
大
き
な
堂
が
見
え
て
き
た
。 

 

最
初
に
入
っ
た
の
は

未
来
仏
堂
で
、
中
央
の
高

さ
七
メ
ー
ト
ル(

蓮
台
を

含
む)

の
石
造
阿
弥
陀
如

来
立
像
に
驚
か
さ
れ
る
。

愛
知
県
の
彫
刻
家
石
田

栄
一
氏
の
作
で
、
包
み
込

む
よ
う
に
後
か
ら
堂
が

建
て
ら
れ
た
。
阿
弥
陀
如

来
立
像
の
手
前
に
は
、
護

摩
炉
な
ど
の
仏
具
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の

脇
に
綺
麗
に
彩
色
さ
れ
た
木
造
愛
染
明
王
と

木
造
不
動
明
王
立
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
堂

の
内
壁
に
は
、
石
造
阿
弥
陀
如
来
座
像
が
六

百
体
ほ
ど
並
ん
で
い
る
。
金
沢
市
の
石
工
八

田
音
一
氏
の
作
で
、
千
体
の
未
来
仏
の
造
立

途
中
で
あ
り
、
製
作
中
の
二
体
が
下
の
方
に

置
か
れ
て
い
た
。 

 

未
来
仏
堂
を
出
て
奥
に
進
む
と
、
左
手
に

木
造
の
鳥
居
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
奥

に
大
き
な
自
然
石
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
力
石

(

願
か
け
石)

と
称
し
、
前
面
の
中
央
が
白
く
、

そ
の
形
は
払
子
を
持
つ
僧
の

姿
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
。 

 

力
石
の
右
手
に
、
八
角
形
の

現
在
仏
堂
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
堂
の
中
央
に
三
体
の
像
が

並
ん
で
い
る
。
中
央
は
木
造
観

世
音
菩
薩
立
像
で
、
白
山
比
咩

大
神
の
本
地
仏
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
右
は
白
山
比
咩
大
神

の
化
身
と
さ
れ
る
石
造
白
山

大
権
現
立
像
、
左
は
地
主
神
と

し
て
の
石
造
三
宝
大
荒
神
立

像
で
あ
る
。
三
宝
大
荒
神
は
蔵

王
権
現
の
像
容
で
あ
り
、
「
石

工
が
図
版
を
取
り
間
違
え
た
」

そ
う
で
あ
る
。
中
央
の
三
体
を



5                 北陸石仏の会々報 第４８号   2015/09/01             

 

現在仏堂廻廊内の薬師如来と奉納された小石 岩窟内の不動明王 

弘法大師の仏足石 陰陽石(開山石) 

取
り
囲
む
よ
う
に
、
千
体
の

石
仏
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ん

で
い
る
。
合
掌
す
る
手
に
念

珠
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
「
南
無
甘
露
明
佛
」

「
南
無
妙
意
佛
」
「
南
無
焔

明
佛
」
等
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
も
八
田
音
一

氏
の
作
で
あ
る
。
千
体
仏
の

下
は
廻
廊
に
な
っ
て
お
り
、

石
造
薬
師
如
来
立
像
や
石

造
千
手
観
音
立
像
が
並
べ

ら
れ
、
そ
の
足
元
に
は
墨
で

仏
尊
名
な
ど
が
書
か
れ
た

小
石
が
ぎ
っ
し
り
と
奉
納

さ
れ
て
い
る
。 

 

現
在
仏
堂
を
出
て
、
そ
の

右
手
の
石
段
を
登
る
と
岩

窟
が
あ
り
、
石
造
不
動
明
王

立
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
奥
へ
進
む
と
、
大

き
な
石
に
足
跡
が
彫
ら
れ

て
い
る
。
宗
祖
で
あ
る
弘
法

大
師
の
仏
足
石
で
、
左
右
に

日
月
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い

る
。 

 

仏
足
石
か
ら
石
段
を
降

り
る
と
、
二
つ
に
大
き
く
割

れ
た
巨
石
が
見
え
る
。
陰
陽
石

(

開
山
石)

で
、
右
の
石
の
手
前
に

「
母
の
愛
」
、
左
の
石
の
手
前
に

は
「
父
の
徳
」
と
刻
ま
れ
た
標
柱

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
四
方
を
石

鳥
居
で
囲
ん
で
い
る
が
、
大
雪
に

よ
る
損
壊
が
激
し
い
。 

 

創
建
か
ら
四
十
年
ほ
ど
経
ち
、

三
千
体
の
石
仏
の
う
ち
の
千
六

百
体
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
よ

う
や
く
半
分
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
倒
木
が
あ
る
た
め
に
、

現
地
ま
で
車
で
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
。 

毎
年
八
月
に
行
わ
れ
て
い
る

祭
礼
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
中
止
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
道
路

の
整
備
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

白
山
天
真
院
を
訪
ね
た
後
は
、

白
山
市
白
峰
地
区
に
残
る
白
山

下
山
仏(

明
治
の
廃
仏
毀
釈
の
際

に
白
山
の
越
前
禅
定
道
か
ら
降

ろ
さ
れ
た
金
銅
仏
、
木
造
仏
、
石

造
仏
等)

を
訪
ね
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
池
田
さ
ん
が
こ
の
次

の
ペ
ー
ジ
で
報
告
さ
れ
る
。 
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写真１ 白山ろく民俗資料館に展示されている石仏 写真２ 阿弥陀三尊 

写真３ 如意輪観音 写真４ 地蔵菩薩 写真５ 薬師三尊 

白
峰
の
白
山
下
山
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

紀
子 

 

石
川
県
白
山
市
白
峰
に
あ
る
白
山
ろ
く
民
俗
資
料
館
に
『
板
碑
』
と
称
さ
れ
た
石
仏
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
市
ノ
瀬
に
あ
っ
た
板
碑
で
江
戸
時
代
に
は
越
前
禅
定
道

に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
足
羽
郡
福
居
法
興
寺(

福
井
市)

の
銘
が
あ
り
福
井
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

写
真
１ 

展
示
さ
れ
て
い
る
石
仏 

写
真
２ 

阿
弥
陀
三
尊 

表
面
右
側
に
は
「
右
七
十

■
体
之
さ
く
人
ゑ
ち
せ
ん
乃
く
…
」
左
側
に
は
「
法

興
寺
」
と
刻
ま
れ
、
下
部
に
は
「
寛
永
…
」
「
坂

に
て
…
」
「
た
て
…
」
「
七
…
」
が
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

写
真
３ 

如
意
輪
観
音 

表
面
右
側
に
は
「
金
剛
堂

七
十
一
体
之
内
法
興
寺
」
左
側
に
は
「
寛
永
十
四

丁
丑
六
月
吉
祥
日
」
下
部
に
は
「
越
州
足
羽
郡
福

居
■
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
４ 

地
蔵
菩
薩 

表
面
右
側
に
は
「
七
十
一
体

之
内
法
興
寺
」
左
側
に
は
「
寛
永

十
四
丁
丑
六
月
良
娘
」
下
部
に
は

「
越
州
足
羽
郡
福
■
■
」
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。 

写
真
５ 

薬
師
三
尊 

表
面
右
側

に
は
「
七
十
一
体
之
■
法
興
寺
」

「
奉
寄
進
金
剛
堂
本
■
」
左
側
に

は
「
寛
永
十
四
丁
丑
六
月
吉
■
」

下
部
に
は
「
越
州
足
羽
郡
福
居
庄
」

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
６ 

阿
弥
陀
如
来 

表
面
右

側
に
は
「
七
■
■
体
之
内
法
興
寺
」

「
■
別
山
御
来
迎
■
■
金
剛
堂
」

左
側
に
は
「
■
永
十
四
丁
丑
六
月

吉
日
」
「
日
桿
春
岸
大
居
士
」
下

部
に
は
「
越
州
足
羽
郡
福
居
■
」

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
寛
永
十
四

年
に
福
井
の
法
興
寺
に
よ
っ
て
白

山
の
越
前
禅
定
道
に
奉
納
さ
れ
た

七
十
一
体
の
中
の
石
仏
で
す
。(

市

ノ
瀬
・
永
井
家
所
蔵)  

光
背
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
法
興

寺
」
は
浄
土
宗
西
山
禅
林
派
寺
院

で
、
建
長
年
間
に
武
生
に
お
い
て

創
建
。
現
在
は
福
井
市
足
羽
三
丁

目
に
あ
り
ま
す
。
「
七
十
一
」
と

い
う
数
字
に
関
し
て
は
特
に
意
味

は
な
さ
そ
う
で
す
。 

ま
た
同
白
峰
の
八
坂
神
社
境
内

の
小
堂
に
も
下
山
仏
で
あ
る
石
仏

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
７ 

僧
形
像 

表
面
右
側
に
は

「
■
道
大
和
尚
」
下
部
に
は
「
越

州
足
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
寛

永
十
四
年
に
福
井
の
法
興
寺
に
よ

っ
て
白
山
の
越
前
禅
定
道
に
奉
納
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写真６ 阿弥陀如来 写真７ 僧形像 写真８ 阿弥陀如来 

写真９ 阿弥陀如来と六地蔵 

さ
れ
た
七
十
一
体
の
石
仏
の
う

ち
の
一
体
と
思
わ
れ
ま
す
。
下

部
に
刻
ま
れ
た
「
越
州
足
羽
郡

福
居
庄
」
の
銘
の
う
ち
「
越
州

足
」
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
横
向
き
の
石
仏

は
三
尊
仏
の
右
脇
侍
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
「
■
道
大
和
尚
」

と
は
誰
の
こ
と
な
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。 

写
真
８ 

阿
弥
陀
如
来 

白
山
の

越
前
禅
定
道
に
奉
納
さ
れ
て
い

た
石
仏
で
す
が
、
周
り
が
削
り

落
と
さ
れ
て
い
る
た
め
同
じ
堂

内
に
置
か
れ
た
僧
形
像
の
中
尊

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
。 

写
真
９ 

阿
弥
陀
如
来
と
六
地

蔵 

表
面
右
側
に
は
「
道
橋
」「
永

禄
五
年
」
左
側
に
は
「
四
月
十

五
日
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
白
山
の
越
前
禅
定
道
に

奉
納
さ
れ
て
い
た
石
仏
で
、
長

い
間
鶴
野
家
の
墓
地
に
置
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
仏
間

で
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
石
仏
は
直
接
白
峰

と
は
関
係
の
な
い
越
前
側
の
白

山
信
仰
の
所
産
と
み
な
さ
れ
、

信
仰
の
た
め
に
登
山
す
る
越
前
の
人
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
明
治

時
代
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
石
仏
を
含
め
た
仏
像
は
、
本
来
の
越
前
で
は
な
く
加

賀
方
面
へ
下
ろ
さ
れ
て
守
ら
れ
て
き
た
の
で
し
た
。
こ
こ
白
峰
の
こ
の
石
仏
た
ち
は
越
前

禅
定
道
の
剃
刀
岩
周
辺
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
他
に
も
ま
だ
手
厚
く
奉
ら
れ
て
い
る

石
仏
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

勝
山
市
教
育
委
員
会
史
蹟
整
備
課
で
発
行
し
て
い
る
「
平
泉
寺
か
わ
ら
版
48
号
」
に
『
剃

刀
岩
』
の
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
。 

剃
刀
岩(

か
み
そ
り
い
わ)

 

指
尾
か
ら
や
せ
た
尾
根
を
し
ば
ら
く
登
る
と
左
手
に
直
径
約
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
岩
が
見
え
て

く
る
。
剃
刀
岩
で
あ
る
。
こ
こ
は
泰
澄
大
師
が
剃
髪
し
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
。
巨
岩
の
根
元

は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
空
洞
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
続
白
山
紀
行
』
に
は
十

人
ば
か
り
入
れ
る
岩
屋
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
岩
屋
内
に
は
石
塔
や
石
仏
が
散
乱
し
て
お
り
、
そ

の
大
半
が
笏
谷
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
福
井
方
面
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
石
仏
に
は
「
寛

永
十
四
年(
一
六
三
七)

」
と
い
う
年
号
や
「
法
興
寺
」
「
越
州
足
羽
郡
福
居
庄
」
「
七
十
一
体

之
内
法
興
寺
」
な
ど
の
文
字
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
に
越
前
の
法
興
寺
が
七
十

一
体
の
石
仏
を
作
り
、
白
山
に
奉
納
し
た
も
の
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。 
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上
滝
不
動
尊 

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
  

 
 

文
山 

純
子    

翻
刻 

平
井 

一
雄 

 

 

１
、
上
滝
不
動
尊 

市
民
大
学
「
郷
土
史
」
に
参
加
し
た
後
、
北
陸
石
仏
の
会
の
仲
間
高
田
美
也
子
さ
ん
が

上
滝
不
動
寺
の
磨
崖
仏
を
見
た
い
と
の
こ
と
で
案
内
し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
私
は
三
回

も
来
て
い
る
の
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
が
残
っ
て
い
た
り
、
雨
後
で
滑
る
か
ら

磨
崖
仏
に
は
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
高
齢
者
の
団
体
に
参
加

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
す
。 

今
日
は
天
気
良
し
。
滝
社
の
お
堂
の
戸
が
開
い
た
の
で
や
っ
と
見
れ
る
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
中
は
暗
く
て
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
目
を
凝
ら
し
て
い
る
と
大
分
慣
れ
て
き
て
、

尐
し
輪
郭
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
「
え
ー
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」、
さ
っ

ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
や
み
く
も
に
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
写
真
１
、
２
、 

後
日
、
平
井
さ
ん
に
『
郷
土
史
展
望
』
磨
崖
仏
特
集
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
北

陸
石
仏
の
会
」
設
立
以
来
の
指
導
者
、
京
田
良
志
さ
ん
の
記
事
よ
り
引
用
し
ま
す
。
写
真

３ ①
「
越
中
最
古
の
地
誌
と
さ
れ
る
『
越
中
旧
事
記
』
に
、「
上
滝
不
動
、
禅
宗
、
大
川
寺
、
不
動

明
王
瀧
の
落
つ
る
岩
山
に
彫
付
あ
る
な
り
、
其
像
み
わ
け
が
た
し
、
眼
病
に
煩
ふ
ん
祈
願
す
る

に
甚
だ
霊
験
あ
り
」
と
記
す
。
著
者
不
明
の
『
越
中
旧
事
記
』
は
、
文
中
に
大
宝
元
年
よ
り
享

保
十
八
年(

一
七
三
二)

ま
で
云
々
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
享
保
十
八
ま
も
な
く
の
成
立

と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
上
滝
不
動
の
条
が
後
世
の
補
筆
で
な
い
な
れ
ば
、
享
保
十
八
年
ご
ろ
既

に
「
其
像
見
分
け
が
た
」
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。」 

京
田
先
生
の
見
た
上
滝
不
動
の
記
事 

②
「
上
滝
不
動
は
上
新
川
郡
大
山
町
上
滝
に
あ
る
。
江
戸
後
期
時
代
以
来
、
立
山
登
拝
の
平
地

に
お
け
る
主
要
道
と
な
る
道
の
立
寄
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

山
際
に
露
顕
す
る
砂
岩
の
懸
崖
に
、
上
下
六
メ
ー
ト
ル
、
左
右
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
区
画
を

掘
り
く
ぼ
め
て
、
そ
の
中
に
す
こ
ぶ
る
厚
肉
に
刻
み
残
す
も
の
で
あ
る
。
中
央
に
総
高
五
メ
ー

ト
ル
に
近
い
不
動
明
王
坐
像
、
そ
の
向
か
っ
て
右
側
に
蓮
座
上
小
さ
な
如
来
坐
像
、
同
左
側
に

翳(

さ
し
ば)

を
も
つ
僧
形
座
像
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刻
む
。
小
像
は
一
メ
ー
ト
ル
数
十
セ
ン
チ
で
あ

る
。
ま
さ
し
く
日
石
寺
磨
崖
仏
中
央
三
尊
の
摸
刻
で
あ
る
。 

元
来
左
右
に
、
二
童
子
も
刻
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
傍
ら
に
滝
が
あ
っ
て
、
そ
の
環
境

も
そ
し
て
眼
病
に
霊
験
あ
り
と
す
る
こ
と
も
大
岩
不
動
に
似
て
い
る
」
。
た
だ
し
三
像
と
も
水
で

洗
わ
れ
て
輪
郭
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
も
よ
く
残
る
弥
陀
像
は
、
大
岩
不
動
の
そ
れ
と

違
い
、
蓮
座
上
に
あ
っ
て
し
か
も
頭
光
が
刻
ま
れ
て
い
る
。」 

引
用
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
私
の
撮
っ
た
写
真
は
輪
郭
が
わ
か
る
の
は
二
枚
だ
け
で
、

一
枚
は
頭
の
上
に
頭
光
ら
し
き
形
が
残
る
の
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
あ
り
、
も
う
一
枚
は

僧
形
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
が
翳
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
岩
不
動
の
行
基
菩
薩
と
さ
れ
る
像

に
は
翳
を
持
っ
て
い
る
の
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。 

『
上
滝
地
区
の
歴
史
と
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
に
は
大
岩
不
動
は
平
安
か
鎌
倉
時
代
と

言
え
る
が
上
滝
不
動
尊
は
お
そ
ら
く
元
和
元
年(

一
六
一
五)

の
頃
だ
ろ
う
と
書
い
て
あ
っ

た
。 今

一
度
、
公
的
機
関
が
考
古
学
的
知
見
を
踏
ま
え
て
再
調
査
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま

す
。 

 

２
、
参
考
資
料 

 

平
井
一
雄 

旧
大
山
町
火
土
呂 

大
岩
不
動
摸
刻
像
に
つ
い
て
京
田
良
志
先
生
よ
り
い
た
だ
い
た
お

手
紙
よ
り
抜
粋
し
ま
す
。 

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
九
日
着 

前
略 

さ
て
、
拙
文
「
日
石
寺
磨
崖
仏
の
展
開
」
な
ら
び
に
「
日
本
の
石
仏 

北
陸
編
」
を

お
読
み
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
岩
不
動
写
し
や
、
道
標
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
後
多
数
の
方
々
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
、
小
生
自
身
も
数
例
を
得
ま
し
た
。 

①
大
沢
野
町
加
納
も
お
そ
ら
く
そ
う
で
し
ょ
う
。
化
仏(

小
仏)

が
多
数
あ
り
、
そ
れ
が
何
で
あ

る
か
を
是
非
確
か
め
た
い
も
の
で
す
。
写
真
４ 

②
大
山
町
火
土
呂
の
も
の
は
典
型
的
な
大
岩
写
し
で
す
。
写
真
５ 
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写真１ 富山市(旧大山町)上滝 滝社 

写真２ 左:僧形坐像  右:如来坐像 

写真４ 富山市(旧大沢野町)加納 大岩不動写し 

写真５ 富山市(旧大山町)火土呂 大岩不動写し 

 

            

                

写真３『郷土史展望』表紙 
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泰澄大師 西国三十三ヶ所観音 五輪塔 愛宕地蔵 

 

 

 

北陸石仏の会 第５１回例会 

―加賀温泉郷守護寺の石仏めぐり― 
平成２７年１０月１８日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①大沢野文化会館………７時００分 

②ＪＲ砺波駅南口………７時４０分 

③ＪＲ金沢駅西口………８時２０分 

④ＪＲ粟津駅……………９時２０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２７年１０月９日(金) 

案   内：滝本やすし(金沢市) 
 

  見学予定 

◎小松市粟津町 高野山真言宗大王寺／泰澄大師、西国三十三ヶ所観音、花山法皇 

◎加賀市片山津温泉 高野山真言宗愛染寺／西国三十三ヶ所観音 

◎加賀市山代温泉 真言宗智山派薬王院温泉寺／行基菩薩、五輪塔、四国八十八ヶ所霊場石仏 

◎加賀市山中温泉薬師町 高野山真言宗医王寺／河濯明神、釈迦三尊、愛宕地蔵 

 

今回は、粟津温泉の守護寺の大王寺、片山津温泉の守護寺の愛染寺、山代温泉の守護寺の薬王院温泉寺、

山中温泉の守護寺の医王寺、そしてその周辺の石仏を探訪します。 

[諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

 

 
 
 
 

平成２７年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


